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A b s t r a c t
　　In this paper, a study of Jyun Shou
,
s bingata hand towel ( ti-sa-ji ) for the celebration of 
his 60th birthday held in KIHOUIN SYUSYUKAN  (Private museum and the temple in the 
south end of Japan) is reported. Jun Sho is the fourth son of Tai Sho is the last emperor 
of the Ryukyu Kingdom. The relationship of the Jun Sho and Chosho Goeku is also 
reported in this paper. Chosho Goeku wrote a letter which explains the origins of the ti-sa-ji 
to Hokuri Uesedo who is the man of Taketomi island ( takidun ).  KIHOUIN SYUSYUKAN   ,
is managed by his descendant, stores up the ti-sa-ji. Some unique characteristics of the 
ti-sa-ji in terms of dyeing styles is compared with well known old bingata .
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１　「 紅 型 」は、鎌倉芳太郎による新しい当て字。 「 形 付 」



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ら 桃 原 農 園 を 経 営 し












































































































































































































































































































































































































































































 （Katach i k i ）とよび。
[２]  「顔料」を用いたものを「ビンガタ」。
[３]  「ビンガタ」は「ビン」「ガタ」で「ベ
ンガル」とは言葉の性格が違う。
[４]  「ビンガタ」では「べにがら」は使わない。
[５] 「ビン」は狭義に使われるときには「紅」
である。そしてコチニールの生臙脂の
紅色のことを言う。
[６] 生臙脂で隈取するときには、「ビンの
隈をながす」という。
[７]  「ビン」を入れるということは、隈取す
るという意味を持ってくる。
[８] 灰墨の黒を用いて隈取するときに、 「黒
ビン入れて」という。
[９] 従って広義には種々の色で「ビン」を
入れるということになる。
[１０] 初めは紅色を使用した型付という意味
での呼称が次第に変化して、隈取を施
した型付とか、各種の色彩を施した型
付とかという感じに受け取られるよう
になっている。
となる。
　個人的に、今後、上記の「紅型」の論説
についてさらなる研究と考察が必要であろ
うことは否めないと感じている。漠然とで
はあるものの鎌倉芳太郎の「紅型」に対す
る長すぎる演繹的な説明に論理的に無理を
感じるからである。
－８２－
　まず「紅型」であるための大前提の[２]は、
[５]とすでに矛盾している。[３]について
は日本本土のベンガラ色と沖縄のベンガラ
色は異なることが指摘されなければならな
い。沖縄のベンガラ色は鮮やかであり、紅
型に良く用いられていると著者は認識して
いる（著者の認識に誤りがあれば、例示の
上、御教授願いたい）。文献資料としては、
明治２９年１２月７日発行の『沖縄語典　全』
 （p.１７１）に、
ベンガラ、ベニガラ　榜葛刺、紅殻
びんがらー
書料染料トス色赤シ榜葛刺ハ印度ノ地名
ナリ
とあるので、染色の顔料として使われてい
たであろうことの推定に全く無理はない。
　以上より、鎌倉芳太郎の論説の前提が崩れ
るのだが、まだ論説全体の無理を論破できる
だけの資料を著者は持ち合わせていない。
　著者の力不足を覚えなければいけないも
のの、琉球の貴重な文化遺産であるいわゆ
る染色物の艶やかな衣装に当てられた「紅
型」の文字は、鎌倉芳太郎が初めて使った
当て字であって、歴史的文化的に見直す必
要があるのではないかということは、次に
挙げる資料からも言える（付録の各資料は
 「紅型」「藍型」と区別していたのかについ
ても、疑問を持たざるを得ないことも示し
ている。注意深く読んで頂きたい）。
　付録２は、大正７年４月２９日の新聞記事
だが、沖縄県外の柄物の着物で中型のこと
を（カタチキ）と呼んでいる。これは、当
時の沖縄の地において「かたちき＝形付」
が柄物の着物に対する一般的な呼称であっ
た証拠である。
　付録３は、大正１４年１１月１６日の新聞広告
であるが、その中には「麻布形付類」と明
記されている。この広告を出した崎山商店
 （おそらく同じ商店）は、１０年以上後の『月
刊琉球』（昭和１３年５月１日発行）にも広告
 （付録４）を出している。そしてそれにも
 「麻布形付」と明記している。呉服・布を扱
う専門の商店が「形付」を使用し続けてい
ることは、決して無視してはならない。
　資料および古文書で使用されている「形
付」を用いれば、衣装に関してあえて藍型、
紅型と区別する必要もない。型染めでない
沖縄の美しい筒描きの風呂敷（ウチュクイ）
を無理して紅型調の風呂敷と呼ばなくて良
い。藍染めのみであろうが多色であろうが、
筒描きの風呂敷は「ウチュクイ」としか呼
ばない。
　また、著者は「Yegata」の呼称の存在そ
のものにも疑問符を付けざるを得ないと考
えている。藍で染めた紺染め衣装のことを
今でも「クンジィ」や「クンズン」と呼称す
るが、「エージィ」、「エイズン」とは言わない
のである。さらにつけ加えて言えば、藍染
めの絣は紺絣である。なぜ紺形 「Kungata」
ではなく鎌倉芳太郎のいう藍型「Yegata」
なのだろうか。
　最後になるが、「型」も当て字であって、
歴史的に記せば「形」である。著者の調査
不足かもしれないが、「型」の文字は古文書
で殆ど見たことがない。かなり少ないこと
に間違いはない。紺屋（すみや）で使用さ
れていないか、公の文書で使用頻度の極端
に少ない「型」という漢字を現在も用い続
けるのは不適切なのではないだろうか。
　鎌倉芳太郎のノートには、琉球の士族の
女性がしていた入れ墨、すなわちハジチ
（針突）も「士型」（文献[２４]，p.２０２）と分
類していることを付記し、強く注意を促し
ておきたい。
　琉球から沖縄に強制的に移された時、多
くの伝統的な呼称が、学術の名のもとに掻
き消され、あるいは飲み込まれた可能性が
ある。
－８３－
付録１　「ももはらのうえん」(大正15年1月23日「琉球新報」）
付録２　沖縄県の着物以外も「カタチキ」と呼称している（大正7年4月29日「琉球新報」）
（以下略） （中略）
－８４－
付録３　大正14年4月29日（琉球新報） 付録４『月刊琉球』昭和13年5月1日発行
